
ツマベニチョウ 観察日記

とも言われている



ツマベニチョウ 観察日記

１）昆⾍綱鱗翅（りんし）目シロチョウ科に
属するチョウ。

２）東洋熱帯に広く分布。九州が分布の北限。
３）薩摩半島の中・南部以南から南⻄諸島、

大隅半島にわたって分布。
４）大隅半島ではサタチョウ（佐多蝶）と呼

ぶ。

ツマベニチョウとは



ツマベニチョウ 観察日記

H29年６⽉８日（木）
天気 ☀

薩南病院の中庭に引っ越
してきました。
大好きなギョボクの葉っ
ぱを沢山食べて50~70㎜
になりました。



ツマベニチョウ 観察日記

H29年６⽉８日（木）
天気 ☀

たくさんのギョボクの
葉っぱを食べたので、
こんなに大きなサナギ
になりました。
もう少ししたら、羽化
がはじまりそうです。



ツマベニチョウ 観察日記
H２９年６⽉２０日（⽕）
天気 ☔☔☔☔

３匹が羽化しました。
雨だったので、飛び回る姿
は⾒られませんでした。
はねを広げると約９〜１０
cmで白色、前はねの端に
⿊褐色に縁どられた橙紅色
の紋を⾒ることができます。



ツマベニチョウ 観察日記
H29年６⽉28日（水）天気 ・

梅雨の晴れ間の中、白地にオレンジ
色の模様の羽を⼒強く羽ばたかせ、
飛び回っていました。

オスよりもメスが大きい
そうです。


